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ま え が き 

 

 

本書は平成 21 年度から平成 22 年度までの 2 年計画で実施した「職業生涯の完成期におけ

る働き方とキャリアの完成に関する研究」の２年目の研究成果をまとめたものである。本研

究は、今後は高齢者の職業能力の有効活用が社会の重要課題となることを踏まえて、主とし

て定年退職後の 60 歳代前半層の人々の仕事をする条件と仕事の進め方の関係について調べ

たものである。 

本研究では分析の視点を定年退職経験に置いている。その理由は、日本の多くの企業には

定年退職制度があり、60 歳以上の労働者の多くは定年による退職とそれにともなう雇用形態

や賃金等の労働条件の大きな変化を経験するからである。そして、そうした変化の下で定年

退職後に働く労働者が快適に職業能力を発揮できるように社会環境を整備することは社会の

活力を維持する上での課題と考えられることによる。 

初年度の研究成果は、2010 年 3 月に JILPT 調査シリーズ NO.66「定年退職者の働き方の

選択―条件変更との取引―」として既にまとめられている。そこでは 50 歳から 69 歳までの

労働者を対象として実施したアンケート調査をもとに、定年退職による労働条件の変化の内

容、労働者による労働条件の変化の受け止め方、定年退職者の仕事をすすめる意識とその構

造が明らかにされている。 

2 年目の成果をまとめた本書は、初年度に実施した調査で得たデータをもとに定年後の雇

用を確保したルートの違いという角度から労働者の働き方を分析し、定年退職後の職場環境

と労働者の働く意識の関係を明らかにしている。それによって職業生涯のラスト・ステージ

において労働者が快適に仕事をしながら職業キャリアの仕上げに取り組める方策を探ってい

る。働く人々や企業等で定年後の労働者の雇用管理を行う方々のご参考になれば幸いである。 
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